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　　　　岐阜、縣李瀬鉱脚輝水鉛鉱鉱床調査報告

中沢次郎＊　高瀬 博＊

●

　　　　　　　　　　R6sum6
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by

ZirδNakazawa＆Hiroshi　Takase

　　The　Hiτase　mine　of　molybdenumメs　located　on　the　east　bank　of　Shδr圭ver　a重Shira－

kaΨa《mura，Ono　gun，Gifu　prefecture．

　　The　deposit　occurs　in　the　sheared　biotite　granite　which拾characterised　by　the　par－

allel　ftssures．

　　StrikingN10－200Eanddipping　at80－90Q　to　northl　it　continued　about400m　in
trend．

　　Theveinsarec・mp・sedalm・stentirely・f．qu3rtzwithacc・mpani6d卑ineralssuchaS
calc至te，sphalerite，pyrite，chalcopyrite　and　magnetitie．

　　The　most　important　veins　are　Nos．12，13，15and16．　Basing　on　the　modes　of　occur・

rence，the　ofes　are　cIass盒ed　into3types．　　　　　・　　、

　　1．　quartzose　veln　ore
　　2．　clay　ore　in’fissure

　　3．impregnated　ore　in　the　country－rock

　　From　a　result　of．spectroanalysis，the　writers　found　some　connections　between　th6ir

occurrences　and　cぬemicaL　compositions．1

1．緒　 言

昭和27年8月24日より1約15日間，岐阜県大野郡白

川村平瀬鉱山輝水錯鉱鉱床の調査を実施した。こ』にそ

の結果を報告する。

当鉱山は明治44年頃発見されだもので，：大正14年か

ら昭和20年までさかんに採掘せられ，当鉱山以外にも

その周辺地区に数ヵ所稼行されたことがある・しかし現

在では当鉱山のみが稼行されているに過ぎない6本調査

を行つた目的は，現在まで当地域の鉱床ならびに地質朕

況が明らかでなかつたので，その実体を知るにあつた。　’

なお今回はその第1段として本鉱山を調査したものであ

る。なお既調査資料としては高畠探官の報告1）がある。

2．鉱　区
鉱区番号および岐阜縣採登第一262号，761，400坪

面　　 積岐阜縣採登第263号，352，600坪

　　　　　　その他試掘鉱区3鉱区

鉱　　　　種輝水錯鉱

＊鉱床部
1）岐阜縣大野郡白川村水鍔鉱床調査報告1943調査駈資料31（輝水

　鉛鉱緊急開稜調査）

鉱業権者東京都港区新橋5丁目住友金属鉱
　　　　　　山稼式会肚

3．位置および交通

現場の位置　岐阜縣大野郡白川村字平瀬，東海道線岐

阜畦轟蟻m）灘太田駅（汽叢畷髪m））・

北濃駅約鏡m平縣藷mで鉱嶢尭　、
鉱山は平地にあつて，縣道に近く。北濃駅からはバス

　　　　　　　　　　　ノ
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地質調査所月報（第4雀第10号）

が平瀬のなお北方の鳩ケ谷まで通じているが，冬期（11

月から3月頃まで）は積雪のため交通機関の絶えること

が多い。1

4．沼　 草

明治翼年（1911）頃部落の某氏が平瀬橋東岸に露頭を’

肇見，以後大正14年（1925）頃まで次々と個人の手に渡

り，その間露頭を鑓押し，また大正15年（1926）から暗

和20年（1945）頃までは壽重工業株式会冠が大切坑・銃．

水坑の探鉱・採鉱を継続し，これとともに坑口崩壊した

山神坑・中段坑の取あけおよび探鉱も準備中である。

5．地　 形

調査地域は蛇行をなして北流する庄川の洗域に当り，

、／享こ＼

豚ハ隊療1＋1釧努、．F畿

その両岸にはほ憩これに平行して1，000～1，700m内外

の山嶺が連なり，急峻な地形をなしているが，山麓部は

岩屑堆積暦のため緩傾籍を示す。鉱山附近では標高600

mの平坦地をなしている。

　　　　　　．6．地　質

鉱山附近の地質は黒雲母花崩岩・角閃一黒雲母花崩斑岩

および後者を貫ぬき前者を擾う石英斑岩などがある。黒

雲母花歯岩中には：N18～20。E方向に滋入したアプラ

イト岩脈が所々に認められる。

黒雲母花崩岩は庄川に沿い平瀬・稗田・木谷の各部落附

近に玲布するが，一部には優白質の部分，あるいはペグ

マタイト質に移化しているところも見られる。本岩は一

般に中ないし粗粒の花嵩岩であるが，優白質の部分は細・

　　　　　粒であり全般的に緑泥石化作用が著し

　　　　　い。なお長石は薄桃色のものと白色のも

　　　　　のがあるが，館床とは直接の関係はな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　勢

　　　　　　　　第2圖，　地　質　圖

いQ

　花崩岩中にはほ父N18’》20。E方向に

Shearedzoneが発蓮し・y・ずれも平行

裂罐群を形成する。鉱床はこの裂鐸群を

充した石英脈中に胚胎しているものであ

るo

角閃一黒雲母花嵩斑岩は御母衣西方500

m附近および平瀬部落西方500血附近

一帯に分布し，一般に中ないし粗粒をな

し，長石および石英の大きな斑晶を有’

し，斑岩歌を呈する。

石英斑岩は黒雲母花崩岩を貫ぬき，庄

川の両岸500m附近より山頂に亘って

分布している。この石英斑岩は野外にお

いて，黒昧を幣びたもめと白色のものと

2種類に分けることができ’るQ

7．鉱　床

鉱床は勇裂された黒雲母花崩岩中の平

行裂罐群を充たす石英脈中にある。

石英脈ほ母岩近くでは長石および雲母

を含みペグマタィト質であるが，内部は』『

普通の石英脈で，一般に輝水錯鉱は脈の

中央部または母岩際に生成されている。

なお処々に方解石の3～5cmの結晶を含

み，方解石結晶中に輝水錯鉱を生成して

いることがあ軌また石英脈中に大きな

晶洞を生成して，そのなかに輝水錯鉱の

亘晶を生成していることもある。
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　　箒3圖　大切坑における鉱脈の一部と断雇，との關係

　　　　『（約7m間に灘ける脈）

　　　　　Q．V：石英脈
　　　　　M曇＝輝水鉛鉱

　鉱脈は走向ほ虻N10・》200E，傾斜80’》900Nで，脈

幅（1《・60Cm）で変化ははなはだしいが，脈の延長は3qo

～400m）を追跡することがでぎる。その間鉱脈生成後

の小断暦（N30《・60。W方向，水平移動20パ150cm）に

切られているところが多いが，鑓押中に脈を見失つてし

まうほどの大断暦は認められないo　l大小の鉱脈を合わせ

　　　　　　　1φ‘肱．

　　　　　　　　　　　夢
第4圖　母岩にはなんらの攣質も興えずMolybdeniteが胚胎す

　　　　　　G＝母岩
　　　　　　C＝方解石
　　　　　　Q。V＝石英（櫛状構造）
　　　　　　Mヒ輝水鉛鉱

　ると120以上が坑内で認められ，そのほとんどすべての

　脈に置水錯鉱をもつているo

　　鉱脈は箪一脹のもの，またはそれが分岐し間隔10～，

　－20cmをおいて併走しているものもあるが，そのうちで

一後者中に良好な鉱床力1生成されて喝・ることが多い。

　　当鉱山の鉱床は次のように分類できる。

　　（1）裂罐を充揖した石英脈中に輝水錯鉱が生成され

　たもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　1）石英脈中にあるもの

　　2）　石英脈と母岩との境界附近にあるもの

　　1の場合には鉱床は石英脈の中央部に生成されるが，

　第4・5図で見られるように，母岩より脈の内部に向い

　櫛状構造をなしてその縫合線上に生成さ．れている。この．

　型に属する鉱石があるときは，母岩に近接する輝水錯鉱

　は見受けられない。前述の如く晶洞中に生じたものは1）

　に含めて取扱うことができる。

　2）の場合にぽ脈の中央部には生成されない（第3図）。

　また母岩が生成されたときにできたと思われる晶洞に裂

　罐を通つてき’た鉱液が晶洞を充し，その晶洞中を石英が　　　’

　充し，中央部に輝水錯鉱を生じたもの（第10図）がある。一
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第5圖　併走脈に見られる躯床の賦亭駄況

　　　G：母岩
　　　c：方解石
　　　Q．V：石英（櫛状構造）

　　　M：輝水鉛鉱

，（2）珪化されだ母岩中に輝水錯鉱が鉱染状に生じた

もの

第8図で見られるよ5に，接触部附近の母岩が珪化

し，そのなかに輝水錯鉱が鉱染状に胚胎したもの炉あ

り，また第9図で見られるように，裂罐に上昇してきた

鉱液が他の石英脈と交叉した部分で母岩が珪化し，輝水

錯鉱が鉱染1伏に胚胎するものがあるが，このようなもQ

は上部坑道においてよく認められるものである。

　（3）裂鐸を充した粘土中に生じた竜の

　鉱山では一一名ナメツギといわれ，第9図の裂罐中に粘

　　　　　　ぺ土とともに産するもので，直接母岩に近接して石英脈は

みとめられないが白雲母が多量に含まれている。

8．母岩の変質
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　第6圖　脈幅の縫化と脈の分岐

　　　Q．V：石英
　　　M：輝水鉛鉱

鉱床と母岩との接触部附近では，緑泥石化・炭酸化・

絹雲母化作用が見られる。

鉱床は母岩が珪化することなく生成されているもの

（第4《・7図）ど，母岩が著しく珪化しているものとがあ

為（第8～9図）項㍉　そのうち後者は上部鉱床に多く見ら

れる。
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　　　　　　一第7島　石英脈の晶洞中に結晶し弛輝水鉛鉱

　　　Q．V．g鴛、石英月尽粒状）

　　　Q。V．Com：，石英脈（櫛伏）

　　　G：母岩
　　　M：輝水鉛鉱

！

盈．駝

．房eo爾

第9図中N，Mに見られるように，鉱床は石英脈が

ほとんど存在しないで粘土1伏に裂錘を充墳したものもあ

るが，いずれも緑泥石化・炭酸化・絹雲母化作用等以外

の変質は見られない。またskam鉱物等は全然認めら
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第3圖　畢岩を鉱染し・鉱染状に輝水鉛鉱が胚胎している

　　　　　　詣｝：靴鉱難

　　　　　　bc：　石英脈（粒1伏）

　　　　　　ce：母岩、
　　　　　　M：輝水鉛鉱
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第9圖　13號脈大切坑道交叉黙西5mの12號脈右磐

　　Q．V，1：石英脈鉱床を伴はず

　　Q。V．2：石英脈鉱床を伴う
　　B：母岩

　　S：璋化帯
　　M：：輝水鉛鉱
　　N．M：粘土歌に裂罐に生成ψた輝水鉛鉱

　　　　　　　　　　　　　　　諮泌

第10圖　裂錦を通り上昇して來た鉱液が黒雲母花崩岩中

の晶澗を充しそのほF中央部に輝水鉛鉱が生成したもの

　　　　　Q．V：石英脈
　　　　　Q：石英
　　　　　P．F：桃色長石
　　　　　M：輝水鉛鉱
　　　　　　Z：捕獲岩
　　　　　B：母岩

れない。

9．鉱　　石

　輝水錯鉱は六角板状・鱗片歌をなし産するものが多

く，鉱染状に母岩に鉱染したものは粒状をなす。

　なお石英脈中あるいは晶洞中には六角両錐歌の美晶を

産することがあり，結晶の大き’なものは直径15cm位の

ものもある。 輝水錯鉱の産状は前述のよ5であるが，各

産状の輝水錯鉱を分光分析2）した結果は第1表のようで

ある。それによると鉱石の産状と橡出元素との関係脅ら

次の4とが推察される。　．　　　　　　　　　し　，

　（1）W：全試料に亘つて槍出されるが，特に大結晶

・晶洞中の結晶および脈の中央部にある結晶に比較的多

く含有されている。

　（2）Cr・Ni・Co・Fe：ほとんど全試料に槍出される

が，Wとは逆に盤際に存する結晶において含有量が大で

ある。，

　（3）Zn・Pb・Ag・Cu：余り規則性は見当らないが，

いくらか盤際に多い。

　（4）’他の槍出された元素はほとんど一檬に分布して

いるo

、2）分析者　化學課　高橋　清
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全
く
槍
出
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れ
な

い
o

一一瞭一騒鵡鷲難灘劣騨隅蔦
槍出し得なかつた元素，Sb，As，Ba，．Be，Bi，Ce，Ga，Ge，In，：Li，OS，SC，Sち↑a，Te，S今，U等　レニウ

　ムの量については目下再強中
’⑳主成分　⑧番試料は当鉱山北方2，QOOm野々叉沢露頭Sampleでそれ以外は疏水および大切坑で採集し

　たものである。

　（5）野々又沢露頭試料（調査地北方2，000m）におい』

ては，各元素含有量が多く特に注目すべきである。

　通常低温型鉱床に伴われるSb・As・Bi・Ge・Ga等の元

F素は本鉱物中には繊出されなかった3）。

10．地帯構造と鉱床との関係 ㌧

・黒雲母花醐岩（一部は優白質花崩岩および一部はペグ・

マータイト質に．移化）中に走向ほ讐N10’》20q’E’で80～’

900Nの傾斜を有する平行の勇裂帯（第11図A）が形成

された後，石英脈がその裂罐を充填し，そのなかに鉱床

、を生成したものであつて，母岩の岩質には関係なく勇裂

帯生成に関しては，この地域のみの調査では明らかでな

3）　ご，の實1瞼を行つ膨理由は，　輝水鍵広以外は薩伴鉱物としては，　閃亜

鉛鉱が鉱脈中にChalcopyrite，Pyrite・magnetiteが母岩際に
崖成されているだけであつて，他種鉱物との相互の關係，各産賦と含

有成分饗化（垂直駒・水李的成分饗化）・との間の關係が不明であつ弛

ので，それらの資料をうることにあつたo試料をうるにあたつてはま
ず脈中の輝水鉛鉱結晶を取出し，壁開面を針で剥がし也きる限り磨難

物の混入准防いだ・しヵ・し輝水鉛鉱結贔中の不純物の問題につセ・ては

な驚検討を要する。

い○

　ほとんどすべての裂瞬中には鉱床が生成しているが，

特に富鉱部は裂鐸が斜交する那あるいは裂舞問隔が接

近している部分に多く，また脈の垂直断面（第11図B断

面図）に見られるように垂直に近い脈に多い。すなわも

第6～11号脈は多少西落し，第12～13号脈はほ黛垂直，

第14～15号脈は僅かに東落しの傾向を示し，その富鉱

部は第12～13号脈中に多い。

以上のような勇裂帯を構成した地殻変動のほかには，

これらの裂鐸を横切り，走向：N30～600Wで70～880

落しを示す鉱床生成後の断屠が多い。これらQ断暦群は

水平移動したものが多く・そ9変位は・・02～L5m程

度であるから，これらによつて脈を見失うよう，なことば

ほとんどない。脈と断麿との関係を第12図に示す。

11．現・況

本鉱山は鉱区買牧後，疏水坑・木切第の復旧作業，疏・

水坑の下部探鉱および大切・疏水の延長探鉱を実施中で
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第11圖B大切坑。疏水坑における脈の關係　歎字は鉱山で命名した脈

あつて，中段坑・山沸坑t天長坑の旧坑も目下取あけ作’

業の準備中である。

　現在探鉱ならびに探鉱を行つているのは，機械掘6カ

所，手掘6ヵ所である。、

選鉱は手選および浮蓬による・1富鉱部では切弱におい

て直ちに手選を行つて98％の精鉱（第1精鉱）を得，い

く分砂・粘土で汚染したものは坑外において水洗し，さ

らに手選を行つて同檬品位の精鉱（第2精鉱）を得る。低

品位り鉱石は第外で手澤を行い，輝水錯鉱として0・5％・

としたものを石卒石機にかけた上hand　pic≧ingを行い，

再度碑石機にかけ6mm以上20mm、以下のものと，さ

ら忙20～60meshに粉埣し，ファーレンワルド式浮選

一機にかけて輝水錯鉱として90％の精鉱を得る。その実

牧率は80％内外である。

　　砕石機　1　　浮選機　　　　　1

　　墾岩機　3　　コソプレヅサー　1

　労務者は地元労務者にして男53名，女17名。

　　月産平均　精鉱　フレーク　　1ton

　　　　　　　浮選鉱齢鉱　2～3ton
　　販費先。東京芝浦電気株式会肚

　　　　　　東京タングステシ工業株式会祉

　　　　　　京都粟村工業株式会肚
　　　　　　　　　　　り
　今後各坑内取あけ作業および本格的な探鉱を行えば，

かなりの成果を期待しうる。
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12。鉱石品位ならびに鉱量

　鉱石は乳白色石英脈中に散点し，富鉱部では輝水錯鉱

として1～10％を示すところもあるが，平均品痩として

は0．5％内外である。

　現嘩採掘および探鉱を実施しているのは・．疏水坑・大

切坑および下1坑のみにとどまり，大切坑より上部の坑

道につ》ては一部不坑でき’たが，鉱量算牢の資料は得ら

れなかつた・鉱量計算にあたつては疏水・大切の両坑の

残鉱ならびにその延長を考慮した。下1坑地並はほとん

ど未開発であり，鍾の上部坑道と下部坑道とにおける変

化もないこと，および脈の延長性から考えても将来有望

と考えられる。

一
疏 水坑坑道地並以下60mまでを採掘するものとして

算定すれば下のごとし。　　　1　　　　　1

　　　　　　　13．，結　　語

（1）鉱床と関係のある濁岩は黒雲母花崩岩であつて，

一部には優白質の部分もある。鉱床は勇裂されたこれら

の花崩岩中の平行裂擁群を充たす石英脈中に生成されて

いる。

　（2）石英脈はペグマタイト質で，脈幅は1ヶ60c血を

示し変化を象はなはだし“が，脈のi延長は300＾400mの

連続をもつ。．脈は鉱床生成後の断暦によつて切られてい

るが，これらは鑓先を見失うほど大きいものではない。

　（3）富鉱部は疏水坑・大卸坑ともに第12（・13号脈中

にあつて，裂罐の斜交部または密集部に形成され，鉱脈

が垂直に立つた部分に多い。

　（4）輝水錯鉱の産歌とそのなかに含まれる各元素と

は，脈の中央部に生成されたものと母岩際に生成された

ものとの間に，互いに含有成分の差異が認められる。

　（5）輝水鉛鉱から槍出された各元素を綜合してみる

と，通常低温型鉱床の鉱物中に見られるSb・As・Bi・Ge・

Ga等の元素群は，ほとんど槍出されていないo

　（6）探鉱方針としては各脈の延長方向の鑓押を徹底

（1号一11号鍾

延　　　　長

平均合計鑓幅

深　　　　さ

比　　　　重

鉱　　　　量

　　全』鉱　量

14－15－16号鑓）

　　400m
　　O．45m

　　　60m
　　　2．7

　29、160ton

（12－13号鑓）

　350m
　O．15m

　　60m
　2．7

　8505ton　　，
29，160十8，505＋6，480＝44，145（t・n）

疏水坑・大切坑延長および残鉱

　　　　　600m
　　　　　O．2m

　　　　　20m
　　　　　2．7　－

　　　　　6480ton　　　　　，
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的に行うど同時に，下1坑地並の開発と相侯つて，深部開

発に期待をかけるべきである，。なお鉱床の富鉱部は第12

r》13号鑓下都　おタび第15～16号鑓下部に集中し不い

るように思われる。（昭和27年8～9月調査）、

＼
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